
原子力発電（環境@エネルギー）

平成22年7月7日

中国電力株式会社

島根原子力発電所3号機建設工事現場での火災（金属製ゴミ収集箱からの発煙）
に係る推定原因および再発防止対策について

  平成22年6月14日7時10分頃，島根原子力発電所3号機建設工事現場屋外（タービン建物北側）の金属製ゴミ収集箱から発煙を

確認し，ただちに松江市消防本部に通報しました。

  協力会社および松江市消防本部による消火活動の結果，7時50分に鎮火が確認されました。（平成22年6月14日お知らせ済み）

  この度，推定原因および再発防止対策について取り纏めましたのでお知らせします。

  当社は今後，再発防止対策の徹底に努めるとともに，引き続き，安全を最優先に建設工事を進めてまいります。

 

1．推定原因

  原因調査の結果，ゴミ収集箱内に廃棄されたウェス※に自然発火の可能性のある塗料が付着していたことに加え，ウェスが積

み重なるように廃棄されており，付着した塗料の一部が発熱した際，蓄熱しやすい環境にあったことから，自然発火したものと

推定しました。

2．再発防止対策

  上記の推定原因を踏まえ，以下の通り再発防止対策を策定しました。

a．塗料，油等が付着したウェスは水を入れた専用容器（ドラム缶）に分別回収し，自然発火防止のため，容器内を湿潤状態に保

つとともに，定期的なパトロールを行う。

b．当社から協力会社に提示する安全対策仕様書に，廃棄物（ウェス）管理の徹底を追記する。

c．事例教育により，当社および協力会社社員に廃棄物（ウェス）管理を周知，徹底する。

  なお，島根1，2号機においては，塗料，油等が付着したウェス等は，従来からポリ袋に入れて専用容器（ドラム缶）で分別回収し

ていましたが，今後は，塗料等の酸化による発熱を抑制するため，ポリ袋内の空気を抜いてからテープ等により口を閉め，空気

が入らないようにするとともに，自然発火の恐れのある塗料等が付着したウェス等を廃棄する際は，水で湿らせたウェスと合わ

せてポリ袋に梱包することとしました。

3．火災発生時の社内連絡の徹底について

  当該火災発生時，松江市消防本部への通報は速やかに実施しましたが，社内での情報連絡の遅れにより，当社自衛消防隊の

出動が遅れたことから，火災発生時の対応について，建設所連絡責任者に対して再教育を行うとともに，今後，建設工事現場で

の火災等を想定した通報・連絡訓練等を定期的に実施することとしました。

※ ウェス：現場での清掃作業，塗装作業等に使用する古布。
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火災現場，分別回収用専用容器 写真 

▲火災が発生したウェス廃棄用の金属製ゴミ収集箱 

火災現場写真 分別回収用専用容器 

▲金属製ゴミ収集箱内部の様子。ウェスに付着した 
塗料が自然発火（推定） 

▲再発防止対策として，塗料，油等が付着した 
ウェスを分別回収する専用容器を設置 

▲分別回収用専用容器の内部。自然発火を防止 
するため，常時湿潤状態に保つ。 
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